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魚沼市役所 産業経済部 建設課

  　年   月

　R8年  2月エヌシーイー株式会社

魚沼 小平尾
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【注記】

1．本図面は、「昭和57年9月 道路改良(和田川才ノ神橋)工事 横断面図」(以下、「横断面図」と

　略称する)及び簡易計測を基に作成したものである。

2．H.W.Lの位置は護岸天端とし、そこから余裕高0.6m、砂防指定河川の余裕高0.5mとした。

滝之又旧道2号

市道

補修項目
工  種

伸縮装置取替え工

仕    様 数  量

高機能止水材

塗装塗替え工   1.0Rc-Ⅲ、塗布形素地調整軽減剤

単位

m2

m  12.4

備　考

支承

市道滝之又旧道2号線　才之神橋補修工事

令和8年度　工事番号 令8現建橋工第3号
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図面全　5　葉の　2

魚沼市役所 産業経済部 建設課

  　年   月

　R8年  2月エヌシーイー株式会社

市道滝之又旧道2号 魚沼 小平尾

才之神橋 伸縮装置取替え工図

名　称 単位 数　量

2.4

弾 性 合 材 m3 0.150

m 12.424施 工 延 長 -

弾性合材舗装材

品名又は仕様 備　考

数量表

プライマー

止　水　材 高性能止水材 m 12.424

LF C コ ー ト

伸縮部

【特記】

1.仕様、諸寸法、適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

2.弾性合材舗装材の箱抜部については、必要に応じて超速硬無収縮モルタル等にて補修及び不陸調整を行うこと。

3.既設伸縮装置はノージョイントを想定。

4.舗装厚は想定。撤去上、設置断面に鉄筋が無いこと。

5.地覆部の遊間を確保できない箇所もあるため未処理としたが、現地照査の上、シール材等を検討すること。

6.左岸A1部の遊間は、無いため、計画では橋台側を切り欠き、高性能止水材の設置断面を確保することとした。

　したがって、伸縮装置（エラスタイト想定）撤去後、対応すること。

市道滝之又旧道2号線　才之神橋補修工事

令和8年度　工事番号 令8現建橋工第3号
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実施設計図

7
5

1
00

7
5

2
50

70

550

70410

a1=0.035m2

配　置　図 S=1:100

才之神橋 支承塗装塗替え工図

線
地内

郡

筋 市 村

町

図　示縮 尺

測 量

設 計

図面全　5　葉の　3
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鋼製支承（板支承）

面積（m2）

0.035

塗装数量
塗装面積（㎡）面数

0.0351a1

0.047 0.0942a2

合計 1.0

0.022 0.0442a3

0.173小計（1基あたり）

0.53基

0.53基

A1（左岸）

A2（右岸）

正　面　図 S=1:5 側　面　図 S=1:5

シート養生設置

３種ケレン

素地調整軽減剤塗布

下塗１層目

下塗２層目

中　塗

施工フロー

上　塗

シート養生撤去

市道滝之又旧道2号線　才之神橋補修工事

令和8年度　工事番号 令8現建橋工第3号
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図面全　5　葉の　5

魚沼市役所 産業経済部 建設課

  　年   月

　R8年  2月エヌシーイー株式会社

魚沼 小平尾

才之神橋 （参考）足場工図（その２）
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※( )内の長さは斜長

【注記】

1．本図面は、「昭和57年9月 道路改良(和田川才ノ神橋)工事 横断面図」(以下、「横断面図」と

　略称する)及び簡易計測を基に作成したものである。

2．H.W.Lの位置は護岸天端とし、そこから余裕高0.6m、砂防指定河川の余裕高0.5mとした。

3．支承ケレンの際は、シート養生を行うこと。

4．全面通行止規制とするため、事前に自治会や関係機関に周知すること。

シート養生設置

３種ケレン

素地調整軽減剤塗布

塗装作業

シート養生撤去

塗
装
塗
替
え
工
（
支
承
）

橋梁点検車撤去

橋梁点検車配置

交通規制開始(全面通行止)

交通規制解除

塗装塗替え工（支承）

施工フロー

市道滝之又旧道2号線　才之神橋補修工事

令和8年度　工事番号 令8現建橋工第3号

参 考 図
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図面全　2　葉の　1

魚沼市役所 産業経済部 建設課

  　年   月

　R8年  2月エヌシーイー株式会社

魚沼 小平尾

才之神橋 現橋一般図
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【注記】

1．本図面は、「昭和57年9月 道路改良(和田川才ノ神橋)工事 横断面図」(以下、「横断面図」と

　略称する)及び簡易計測を基に作成したものである。

2．H.W.Lの位置は護岸天端とし、そこから余裕高0.6m、砂防指定河川の余裕高0.5mとした。

－

支 承 の 種 類

伸縮継手の種類

架　設　方　法
工

添架物の種類

下

部

工

構　造　形　式

使　用　材　料

礎

工

基 構　造　形　式

支　持　形　式

使　用　材　料

橋梁概要

昭和36年3月

桁橋(T桁)

橋　　梁　　名

路線名及び規格

交 差 河 川 名

適 用 示 方 書

設　計　荷　重

橋長及び支間

幅　員　構　成

斜　　　　　角

設計水平震度

竣工・架設年次

才之神橋

有効幅員 6.0m、全幅員 6.8m

橋長 12.6m、支間長 12.0m

斜角 75 °

不明

構　造　形　式

使　用　材　料

床　版　材　料

上

鉄筋コンクリート床版
部

－

－

不明

上水道管1条、下水道管1条

RC橋

板支承

－

防護柵の種類 コンクリート製防護柵

－

－

－

補修歴等

不明ケーブル1条

信濃川水系　一級河川　和田川

市道滝之又旧道2号線

－

－

滝之又旧道2号

市道

市道滝之又旧道2号線　才之神橋補修工事

令和8年度　工事番号 令8現建橋工第3号

参 考 図
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